聖マリアンナ医科大学病院を受診された患者さんへ
研究課題名　診断や治療困難な関節リウマチ患者の臨床的特徴に関する研究
（1）実施責任者　永渕裕子
（2）研究の目的　関節リウマチは対称性多関節炎を特徴とする慢性炎症性疾患であるが、発症当初は単関節炎で発症する症例もあり、長期に多関節炎へ移行しないと診断困難となり、治療介入が遅れる症例も存在する。また高齢者の関節リウマチ患者は血清反応陰性で大関節症状が中心で高い炎症反応を示すためリウマチ性多発筋痛症との鑑別が困難な場合も多い。関節リウマチでは早期に適切な治療を開始することが必要である。リウマチ治療の進歩に伴い、治療に関連した有害事象も増加している。感染症や悪性腫瘍、顎骨壊死などのリスク因子があるため、治療介入が不十分になる症例も存在する。
今回、診断困難となりやすい単関節炎型関節リウマチや高齢者関節リウマチに注目し、単関節炎で発症した関節リウマチと多関節炎の関節リウマチとの比較を行い、単関節炎で発症した関節リウマチの臨床的特徴を明らかにすること、リウマチ性多発筋痛症との鑑別困難な関節リウマチの臨床的特徴を明らかにすること、治療抵抗性の関節リウマチ患者の臨床的特徴、高齢化や治療薬開発に伴う治療の選択の変化と有害事象、特に感染症、悪性腫瘍、顎骨壊死との関連を解析することを目的に本研究を実施する。さらに滑膜炎をきたすが骨破壊を生じない全身性エリテマトーデス(SLE)やベーチェット病と関節リウマチの相違点についても明らかにしていきたい。

（3）研究対象について
  2005年01月01日～2024年12月31日の間に当院でリウマチ・膠原病・アレルギー内科で診療を受けた方のうち関節リウマチ症例および対照群としてリウマチ性多発筋痛症、全身性エリテマトーデス(SLE)、ベーチェット病症例を対象に用います。
（4）研究実施期間
   承認後～2028年3月31日
（5）抽出項目　関節リウマチおよびリウマチ性多発筋痛症患者の発症時年齢、現在の年齢、性別、罹病期間、関節炎の性状（単関節炎、多関節炎）、関節リウマチの疾患活動性、血液尿検査(尿一般、貧血、血沈、CRP、肝機能、腎機能、リウマチ反応、抗核抗体、自己抗体、免疫グロブリン、補体、腫瘍マーカー、βD グルカン)、培養・PCR検査、画像検査（レントゲン写真、超音波検査、CT・MRI検査）、治療（メソトレキサート、古典的抗リウマチ薬、生物学的製剤、JAK阻害薬の抗リウマチ薬、糖質コルチコイド）、患者背景因子（腎障害、低アルブミン血症、リンパ球減少、糖尿病、間質性肺炎、悪性腫瘍の合併症、B型肝炎の既往、喫煙歴）、有害事象（主に感染症、悪性腫瘍、顎骨壊死）を抽出する。
（6）個人情報の保護について
 この研究では登録の時に、新たに研究用の登録番号を付し、個人が特定できないようして取扱います。個人情報と症例登録番号の紐づけ表を作成し、リウマチ・膠原病・アレルギー内科医局の鍵付きの棚で厳重に保管します。
（7）研究結果の公表について
　   研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
　   その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
（8）本研究への参加を希望されない場合下記までご連絡ください。
　　この調査の対象となられる方で、ご自分あるいはご家族の情報を登録したくない場合は、
  2025年５月31日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。
（9）問い合わせ先・相談窓口　　 　
聖マリアンナ医科大学病院　医局名・医局内線番号：リウマチ・膠原病・アレルギー内科
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)  内線:4287
担当医師：永渕裕子
対応時間：9時から17時（月曜から水曜日）

＊研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会の承認と学長の許可を得て行います。
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